
誰でもクリエーター社会
複数の仕事をこなし、限界削減費
⽤ゼロのサービスと最低限の⽣活を
営む。データ等のやりとりで個⼈が欲
しいものをリーズナブルに製造する。

脱空間社会（活動空間が宇
宙・海洋まで拡⼤）

宇宙空間にも活動域が拡がる。

ぴんぴんコロリ社会
個⼈に対応した医療やウェアラブル
健康センサにより、予防的な医療が
進展する。それにより健康寿命が延
伸し、⼊院や病死の概念がなくなる。

IoTにより災害に対する
備えが⼗分な社会

⾼度化するICTを防災⾯に応⽤し
て効果的な対策を取ることにより、
災害に対する備え・安全性が向上

市⺠⾃らが社会課題を
解決する社会

科学技術の⽅向性を市⺠が考え、
専⾨家は技術の有⽤性を評価。
マルチステークホルダーのガバナンス。

超データエコノミー社会
ローコストなソフトウェアとデータ流
通サービスを通じて、ヒト・モノ・コト・
エネルギーのインテグレーションを実
現。レギュラトリーサイエンスを整備、
グローバルな経済関係を構築。

安⼼・満⾜・健康社会
予防医学のアプローチ。脳機の解明、
健康状態モニタリング、早期診断、
治療技術の発達で⾃⽴して暮らす

洋上ステーション社会
太平洋に⾯する⽇本が、平和的な
⼿段で海洋資源及び海洋空間の
利活⽤に積極的かつ国際協調的に
取り組む。

江⼾銭湯社会
匿名性と地域性が両⽴する稀有な
空間としての銭湯と、「顔の⾒える関
係」「広い意味での家族としてのコ
ミュニティ」が互助社会として成⽴。

“換”社会
資源をどれだけ⾼い変換効率で⽣
産に結び付けるかを競い合う社会。
また、地上での様々な活動が海中
や空中など他の空間にも拡⼤。

“超”成熟社会（環境保全）
社会の仕組みと⼈の⾏動様式が⼤
きく変化。利便性や⽣産性の向上
と環境保全との両⽴。

不確実性の下で持続可能な
エネルギー・環境

全体最適化。セクター間・異業種連
携により、脱炭素化や資源効率性
を⾼める循環型社会の実現。

資源永久循環社会
厳しい資源環境制約を克服し永久
に循環できる技術が求められる。意
識や価値観の変化も⽣じ、社会に
浸透。

想定外を吸収できる社会
シミュレーション技術などにより意思
決定の⽀援を受けながら、想定外
は起こり得る前提で予め⻑期的視
点で対策を講じる。

海洋資源活⽤
太平洋に⾯する⽇本が、平和的
な⼿段で海洋資源及び海洋空
間の利活⽤に積極的かつ国際協
調的に取り組む。

ネオサステナビリティ実現社会
温暖化ガスを排出しないエネルギー
産⽣。すべての海産物の養殖や合
成⾷により栄養と環境負荷のバラン
ス。社会インフラは移動可能。

不滅の好奇⼼によって新世界を
⽬指す社会

⽉で資源開発・エネルギー産⽣、太
平洋外洋牧場など、宇宙・深海・
バーチャルに関する⼤航海時代が到
来。

脱GDP社会
GDPを豊かさの指標とする考え⽅の
転換。⼤量消費サイクルから抜け出
し、CO2排出量の削減を達成。幸
福感の形成を⽀援するデジタル経
由の価値の流通。

寿命選択制社会
⽣体計測技術の進歩や遺伝⼦へ
の⼯学的操作により、⼈が⾃らの⾃
由意思で⾃らの寿命を事前に選択

し、それに従い⽣涯を全う。

分散型発電が最適化
されている社会

再⽣可能エネルギーの⼤量導⼊な
ど、個⼈宅で環境に配慮した発電
が⾏われ、個別発電の最適化。

Diversity

新しい技術と社会・⼈間との
新しい関係が構築される

社会
技術と⼈間との新たな関係が構
築される。新技術の利便性とリス
クが浸透し、意識することなく機
械と共存

変わりゆく暮らし・コミュニティ

Curiosity不滅の好奇⼼

変わりゆく個⼈の⽣き⽅

⽣物（リアリティ）への回帰
AIの進展の中でリアルの価値が⾼ま
るとともに、地域の⾃⽴、地域資源
の⾒直し、⾃然回帰が改めて注⽬

“超”成熟社会
社会の仕組みと⼈の⾏動様式が⼤
きく変化。単純重労働からの解放、
健康寿命の延伸、⾃由時間の拡
⼤。

暮らし⽅多様化社会
職業も居住地も多様化。⼈⽣⼆
⽑作時代となり、マルチトラック社会
となる。

アナログ健康⻑寿社会
世代を越えた⼩さいコミュニティが受
け⽫となる。健康管理は⾃宅健康
診断で⾏われ、健康な⼈にはインセ
ンティブが与えられる

野性味社会
⼈の野性を⽣かす、⾃然と調和する
社会となる。⾃分で歩いたり考えたり
することが⾼い価値を持つ

⼈間性の拡張した社会
データを知識化できる⼈や組織に
富が集中。⼀⽅、「リアル」、「切り
離されていること」にも価値。VR・
AR・AIをベースとした新しい⽣きが
い社会が⽣まれ、⾃由を獲得する
ことを最上位の⽬的とする

超運命社会
⾝体拡張によりハンディキャップを克
服するとともに、寿命という定めにも
挑戦する

超⼈間社会︓⾝体を
制御し拡張する社会
⼈間⽣来の機能を良好に維持する
と共に、⽣来の機能を超越する技
術融合。⾃分の状態を把握でき、
苦痛を伴う運動や⽣活習慣改善
が不要。

⼈間と機械が融合する社会
脳神経と外部データの接続や脳に
チップ埋めなど、⼈間の能⼒を⾶躍
的に向上。知的活動や感情⾯にお
いて機械が⼈間の役割をスムーズに
⾏う。

超ロボット社会
ロボット技術が⾼度に進展し、もは
やロボットと⼈間を外形的にも内⾯
的にも区別することが不可能となり、
ロボットに⼈権が認められる。

“楽”社会
重労働の多くがロボットにより省⼒化。
バーチャル空間で１⼈の⼈間が複

数エージェントとして活動。⼈間の内
⾯や主観に配慮した、⼈間に寄り

添った製品が⽣み出される。

Inclusive

Japan as platform
帰属意識やユーザーメリットをコンテ
ンツとして提供する形で⽇本の魅⼒
をサービス化。グローバルなファンから
少額投資を受け⼊れるプラットフォー
ム制度

ボーダレス社会
⾔葉の壁がなくなり、国境が曖昧に
なる。その⼀⽅で、⽂化の壁はより
明確になる。移⺠やロボットの普及
が⼈⼝減の対応に本格的に寄与

総活躍社会
モノからコトへのシフト、サービスデザ
イン、地域の価値が⾒直され、創造
的な仕事が増加。成果や貢献度が
正しく評価される。

多次元社会
バーチャル国家が多数⽣まれ、⼈は
複数の帰属先やペルソナ、アイデン
ティティを持つ。

個⼈の価値観と多様性に
寛容な社会

国・地域・コミュニティ・宗教等間の
相互理解が進み、その結果多様性
をもった寛容な社会が実

時空を越えて繋がる社会
五感を伝え、遠く離れた⼈同⼠がリ
アリティをもってつながる。個⼈のパー
ソナルデータログを活⽤し、物理的
なハンディキャップを超えて仮想的な
存在を再現。

インクルーシブ社会
出⽣から現在までのデータが履歴書
に代わる。また外国⼈が国内で⼤
量に働き、⾃動翻訳で会話

多重⼈格社会
バーチャル空間の拡張を通じて⼈格
が複数存在するようになり、それらを
使い分ける社会となる。また、所属
する国や組織も複数になる。

脱空間社会
職場や地域のしがらみから解放され、
空間的・時間的な⾃由度が⾼まる。
物理的ボーダレスとなり、公共機能
を⺠間組織が担っている

移動と物流の⾼度化社会
パーソナル物流システムが完備され
る。都市と地⽅の区別など様々なデ
バイドが消滅し、不公平や格差を感
じない社会

Humanity 変わりゆく⽣き⽅ Inclusive 誰⼀⼈取り残さない Sustainability
持続可能な⽇本

多重⼈格社会
バーチャル空間の拡張を通じて⼈格
が複数存在するようになり、それらを
使い分ける社会となる。また、所属
する国や組織も複数になる。

時空を越えて繋がる社会
五感を伝え、遠く離れた⼈同⼠がリ
アリティをもってつながる。個⼈のパー
ソナルデータログを活⽤し、物理的
なハンディキャップを超えて仮想的な
存在を再現。

ユビキタス⽣活社会
地⽅に居ても都市で仕事、⽇本に
居ても海外で学ぶなど、ボーダレスに
活動できる。個⼈は分散しているが
その距離は縮まっている。

超⽣物社会
“AI格”が付与されるが、⼈間＞Ａ
Ｉの関係性は確保される。VR/AR
空間での⽣活時間が拡⼤

AND⼈間の育つ社会
リアルとバーチャルの両⽅の体験を有
するAND⼈間が育つ。

⾼齢者のモチベーションを
創出・保障する社会

“未病”の概念が⼀般化。健康で⻑
い⼈⽣と急速な社会変化を受けて、
学び直しの重要性が⾼まり、⾼齢
者の働く意欲と能⼒が⽣かされる。

労働の多様化社会
AI、ロボット、ICT等により、在宅勤
務が主。テレビ電話やネット会議・
VR会議などの普及で、仕事のため
に⼈が移動しなくて良くなる

資源不⾜に不安のない社会
物質循環とインフラ管理をベースに
再編成。⽔・エネルギー・都市の⼀
体的構築を輸出。リサイクルとものづ
くりの⼀体化。農作業のロボット化に
よ⾷料料⾃給上昇。

多様性を担保した上で科学技
術を最⼤限に活⽤する社会

⼥性や⾼齢者も無理せず働く。死
のマネジメントが必要な社会。また、
AIより⼈間が優れた部分が残り、
AIと共⽣する。

ヒトの育て⽅
AIと共存するための教育や様々な
変化に対応できる教育。地域の⼤
学がより⾝近な存在となり、知識の
再分配が図られている。

超⾼齢化でイノベーションを
起こす社会

⾼齢化をイノベーションの起爆剤とす
る。個別化医療の完成、エピジェネ
ティクス⼯学の進歩による癌の克服、
⼈⼯⼦宮、⾼齢者が起業等

次世代IoTによる
超低炭素社会

⾼度IoTによりモノの耐久性が著しく
向上、環境負荷が低減。使⽤者は
⻑寿命化の⼿段を講じる。

まとまらないことで
まとまっている社会

⾃分の価値観に合う⽣き⽅を追求
するものの、社会全体としては調和
がとれた社会が成⽴

⽇本社会の未来像（ビジョンワークショップ（2018年1⽉）結果 詳細版） 参考資料2-2
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